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V　富山県の森林植生帯　Vegetati3灘sgUrtel　der　Prafektur　Toyama

　日本の生態学的な森林／｛｛物帯については，田中（1887），本多（1912），今西（！937），中野

（！942），吉良（1945），鈴木（1961），宮脇（1967），堀川（1968），前田（！971），堀田（1974），

昏倒・岩瀬（1975）ら1こよって，それぞれの立場から詳しく述べられている。しかしいままでの

ところ，まだ完全：に一致した結論はえられていない。水平分布帯や垂直分布帯の考え方，そして

それらと植物祉会学的な／1直｛生帯との間には，多少の差が認められる。これらの問題点について，

今囲富山県における地域的な森林植生帯の考察において，可能な範囲で植物社会学的な観点から

再検討された。

　生態学的な森林嫉生三吊；を明確に示すために，すでに鈴木（196！）が述べているように，水平分

布と垂直分布とを区分して考える必要がある。富山県内の水平的な森林帯および垂直的な森林帯

についてぱ，敏物社会学的な植生単位に基づいて作製された現存植生図や，潜在自然植生図によ

って分布の形態が確認された。

1．　水平的森林植生帯　Hori勿。搬蓋e　Vegetationsg茸r弼

　水平的森林帯については，一般に温度的気候帯に対応した名称で示されることが多い。また一

部には，これに植物群落の相観を付加させた名称も使用されている。ここでは日本列島における

當山県の位置を，森林植物帯を通じて確認する意味で，水平的森林植生帯について考察された。

　D　亜　熱　帯　林

　　　S曲もropische－W註lder

　｝ヨ本列島において，亜熱帯林と考えられる森林が分布するのは，屋久島以南の奄美諸島，沖縄

遠島さらに先島諸島などの南西諸島に限られている。しかも，そこでの亜熱帯林は，気候的極相

林を形成しているというよりは，むしろ土地的な極相林と考えられる特殊な亜熱帯林である。隆

起サンゴ礁や石灰岩上に生育するアカギ，オオバギなどに特徴づけられる森林群落，ハスノハギ

リ，ミフクラギなどの優了する海岸林，そしてサキシマスオウ，サガリバナ，オヒルギなどによ

って特徴づけられるマングローブ林など，土地的な環境条件に対応して発達した植物群落が多

い。確かにフロラ的に，南西諸島のこれら沿岸部に広く分布する森林群落は亜熱帯林とみなすこ

とができる。また鈴木（1952）が台湾で認めた植生単位であるオオバタブ群団に相当するものと

考えられる。これら海岸低地の塩沼林などの森林群落は種組成的には，明らかにヤブッバキクラ

ス域の他の植物群落と異なっている。

　しかし，爾西諸島においても，わずかでも内陸部に入ると，オキナワウラジロガシ，スダジ

イ，イスノキなどの優占した常緑広葉樹林が発達しており，種組成的にも明らかにヤブッバキク
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　　　Phot．！10　富山湾沿岸地帯の気候の温暖な地方に分布するタブ林。
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ラスに属する森林群落の生育する領域となっている。したがって屋久島以南の南酒諸島の，せま

い沿岸部をのぞく大部分の地域は植物社会学的にはヤブッバキクラス域に入ると考えられる。

　2）　暖帯林（暖温帯林）

　　　Tempeτ玉erte－W註蓋der（Warm－temper玉erte　W溢lder）

　日本列島の本州中部以南に広く分布する植物群落は，この暖帯林に位置づけられている。暖帯

林域の気候的極相林と考えられるのはシイやカシを中心とする常緑広葉樹林であり，植物祉会学

的にはヤブッバキクラス域に相当する地域といえる。このヤブツバキクラス域には，タブノキ，

スダジイ，コジイ，イスノキ，ウラジロガシ，シラカシ，アカガシなどの優占した各種の森林群

落が発達している。また局地的な土地的立地条件によっては，モミ，ツガなどの常緑針葉樹林の

優離したモミーシキミ群集やケヤキ，イロハモミジなどの落葉広葉離離の優馨したイロハモミジ

ーケヤキ群集などが非成帯的に分布している。これらの森林群落も，気候的立地条件や種組成的

にヤブツバキクラスに含まれるものと考えられる。

　富山県に分布するヤブッバキクラスの森林植物群落は，西南日本から日本海沿岸を北上してき

たヤブッバキクラス域の北縁付近に位概するために群落の種組成も貧弱で特徴の少ないものが多

い。このことは富出県内に分布するヤブコウジースダジィ群集やイノデータブ群集においても認
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Phot．111　海抜的にヤブッバキクラス域にあるがブナクラス域の植物が主体となつ

　　　　　たコナラ林。
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められる。また一方ではいわゆる「日本海要素」とよばれるユキツバキ，ヒメァオキ，チャボガ

ヤなどの植物によって種組成的に特徴づけられた群落であるヒメアオキーウラジロガシ群集が地

域的に分化している。

　3）温帯林（冷温帯林）

　　　Temperierte・W註lder（Kalt－temper｝erte　W琶lder）

　温帯林は日本列島の本州中部以北から北海道の中部～西部の山地から低地にかけて広く分布し

ており，相観的にはブナに代表される落葉広葉樹林域である。植物社会学的にはブナクラス域と

して示される。本州中部では，太平洋側では海抜800～1000m以上が，日本海側では400～600m

以上がブナクラス域と考えられている。また本州北部では漸次，その下限が低下し，東北地方の

北部や北海道では，海岸付近から，すでにブナクラス域になっている。

　東北地方中部以南の太平洋側のヤブッバキクラス域とブナクラス域との間には，いわゆる間帯，

暖帯落葉樹林帯，中間温帯あるいは中間針葉樹林帯とも言われる局地的に温度的中間気候帯の成

立しうる領域が存在することが主張される場合もある。これらの地域では，常緑広葉樹林の構成

種やブナはみられないで，それに代ってイヌブナ，イヌシデ，クマシデ，ケヤキさらにコナラな
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どの落葉広葉樹林や，モミ，ツガなどの常緑針葉樹林などが発達している。

　ここで問題となるのは，いわゆる中間温帯が温度的気候帯として存在するのかということであ

る。吉良が認めているように，九州，四国さらに本州中部にかけての太平洋側には温度的な気候

帯としての暖帯落葉広葉樹林は存在するとも言われている。また植物社会学的にもこの中間温帯

に属するものとして，ツガ群団，ツガオーダーがまとめられている。しかし，これらの森林群落

は，種組成的にはヤブッバキクラスもしくはブナクラスに含まれるものであって，植物社会学的

な植生単位であるクラス以下のレベルでしか示すことができない。また，ヤブッバキクラス域と

ブナクラス域の移行帯に成立した落葉二次林をまとめたミズナラーコナラオーダーは明らかにブ

ナクラスに属する植物群落である。したがって，ブナクラス域として，または落葉広葉樹林帯と

して大きくまとめ，その下位区分，あるいは下位区分域として認める方が妥当であろう。

　すなわち，中闘温帯という気候帯を代表するッガ欝欝，ツガオーダーさらにミズナラーコナラ

オーダーが，はたして気候的極相林を形成するのかということが問題となる。多くの場合，モミ

やツガはヤブツバキクラス域やブナクラス域において，岩石の露麗した，土壌の浅い尾根部や急

斜面などに，土地的極相林として成立するものである。また，谷筋や崩壊性の凹状斜面に発達す

るケヤキ林やシオジ林は明らかに土地的極相林であり，広域的な分布帯を形成せず非成帯的な不

連続分布をしている。またコナラ林，イヌブナ林にしても，林床には二次林を形成する種群が多
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　Phot．112　冷温帯落葉広葉樹林（オオバクロモジーミズナラ群落）の林内相観。
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いことなど人為的な植生である可能性が強い。

　ただ植物相の観点からみれば，日本の特産属や特産固有種の大部分は，これら二つの植生域が

接する地域に種の分布域を有している。また第三紀周北極植物群が残存するのもこの地域である

（堀田1974）。中間温帯には，古第三紀以来の多くの固有種が分布しているし，第四紀の氷河期

にもたえて，存続してきた植物が多数分布している。

　氷期以後の気候の変動に対応して，現在の森林群落の自然分布領域が確立したとすれば，現在

の気候帯において，暖帯はシイ，カシの常緑広葉樹林に，温帯はブナの落葉広葉樹林によって占

められてしまったため，古第三紀以来の古い植物群は，いわゆる極端な環境条件を示す立地に生

育するしがなかったとも推定される。そしてヤブッバキ・クラス域とブナクラス域との移行帯にお

いて，尾根部と谷部といった対応する立地に生育する森林群落が，一つの地域で住み分けする状

態が成立し，いわゆる中間温帯林を形成したと考えることができる。したがって，中間温帯では

気候的極相林は同時に土地的極相林とみなすことができるかもしれない。前田（！971）は中間温

帯や暖帯落葉広葉樹林帯を独立した温度的気候帯と考えずに，ヤブッバキクラス域とブナクラス

域の移行帯に成立した亜帯あるいは闘帯レベルのものであって，暖帯あるいは温帯と同等に比較

されるべきものでないとしている。

　日本海側においても多くの場合は，ヤブツバキクラス域とブナクラス域とは直接的に接してお

り，中間温帯といった気候帯が認められないことが知られている。また今回の富山県下の調査で
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も見出せたかった。したがって，いわゆる中間温帯を認めるとしても，それは表B本気候区に限

られて発達した，地域的，非内帯的な森林帯と考えることもできる。沼田（1971）は相観的に垂

直分布帯において，山地帯の下部に，いわゆるこの激闘温帯を位置づけている。

　4）亜寒帯林S皿baごctische鴨lder

　日本列島には，水平的森林帯としての亜寒帯林は，北海道の一部だけにしか存在しない。しか

し，水平的森林帯である璽寒帯林に韓饗した垂直的森林帯である亜高山帯は，四国の一部と本州

近畿以北の山岳地帯に広く分布している。とくに太平洋側の亜高山帯にはシラビソ，オオシラビ

ソ，トウヒなどの優離した常緑針葉樹林が広く発達している。一方，日：本海側では，裏日本特有

の多雪気候により針葉樹林の発達は悪く，それに代ってダケカンバ，ミヤマハンノキなどを中心

とする落葉低木群落が広く分布しているのが特徴的である。
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　　　　　　　　Phot．114　日本の高山紫観を代表するハイマツ群落。
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　Fig．8　温度・乾湿度の組み合わせによる環境区分システム（上山ほか，1969）

　Schelnatische　Daτstellung　der　Ve霧etation慧nd　des　Klimas．　G1圭ederung　der　VegetatiQns－

formationen　nach　Temperatur　und　Feuchεigkeit（nach　Ueyama　et　a1．1969）．

　5）寒　帯　林Arctische　W銭lder

　日本には水平的森林帯でいう寒；串；は存在しない。垂直的森林帯で，この寒帯に対応する高山帯

は本州中部以北の森林限界以上の高山に小規模にみられる。すなわちコケモモーハイマッ群集や

高山荒原植物群落などの分布する地域がこれにあたる。

2．垂直的森林植生帯　Vertikale　Vegetations　St無fen

　日本の全般的な垂直的森林帯については，すでに鈴木（1961）によって論じられているので，

ここでは富山県における垂直的森林帯について考察された。

　鈴木は垂直分布帯を区：分するにあたって，武田の概念を発展させ，高山帯，：亜高山帯，山地帯，

低山帯，丘陵帯，台地帯，低地帯に分けた。この垂直分布帯は，明らかに地形的な名称による地

帯区分であるが，内容的には温度的気候帯である水平分布帯と平行的な対応関係をもつものであ

る。鈴木は低山帯以下に丘陵帯，台地帯などより地形的な要素による細分を行なっているが，水
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平分布帯との対応関係や気候帯としての垂直分布帯を考える上でも，台地および丘陵といった名

称は地理学的な用語として保留し，その地域に分布する植生を主体とし，植生の状態に応じて丘

陵帯あるいは低地帯に含めて考察する方がより妥嶺と考えられる。

　沼田（1975）は低地から高地への環境勾配，とくに温度要因に対する分布帯について中部日本

の場合で示した。そこでは水平的な気候帯に対応した垂颪的な分布帯として高山帯，亜高山帯，

山地帯そして丘陵帯に分け，それぞれを上部と下部に下位区分している。各植生帯を上部と下部

に分けることによってこれまで問題となってきた広帯あるいは間帯といった非成帯的な植生を纏

めすことが可能となっている。

　日本の高山帯は上部，下部に分けられるのか，あるいは丘陵帯は広くまとめすぎではないか，

などの問題点もあるが，ここでは沼田の分け方なども参考として，富山県における垂直的森林帯

は，高山帯，亜高山帯，山地帯さらに丘陵帯あるいは低地帯に区分された。これらの垂直分布帯

は水平分布帯の寒帯，亜寒帯，温帯（冷温帯），暖帯（暖温帯）にそれぞれほぼ平行的に対応す

る。またこれはヨーロッパで一般に認められている植生の海抜高度における地理学的区分の名説

であるalpin，　subalpin，　montan，そしてcollinあるいはplaぬarに対応する。

　D丘陵帯（低地帯）
　　　Xolli無　（Planare）　Sもufe

　富山県では，海岸より標高300～400mの範囲にある平野，台地，丘陵などの発達する低地帯に

は，タブノキ，スダジイ，ウラジロガシを主体とする常緑広葉樹林が発達しており，植物社会学

的な名称であるヤブッバキクラス域に相当する。

　現存植生図あるいは潜在自然植生図からも明らかなことは，この一様に広く分布するヤブッバ

キクラス域において，植物社会学的な観点からの生態的な細分が可能なことである。すなわち，

富山湾沿いの温暖な海洋的気候の影響がおよぶ平野，台地，丘陵地には，ヤブコウジースダジイ

群団に属するイノデータブ群集やヤブコウジースダジィ群集が発達している。しかしこの2つの

群集の分布領域は一般に海岸から2～3k皿以内に限られている。さらに内陸部になると，標高

50～400mの範囲の台地，丘陵地の大部分は，気候的極相林としてのヒメァオキーウラジロガシ

群集によって占められる。また土地的極相林としてのケヤキ林やハンノキ林などが一部の地域に

分布している。このように一つのヤブッバキクラス域においても植物社会学的な群団や群集レベ

ルにおいて，明らかに気候的あるいは生態的な環境条件による住み分けが認められる。

　水平分布のいわゆる中間温帯に対応する低山帯は，裏日本気候区に位置する富山県では，はっ

きりした存在は示されない。中間温帯はヤブッバキクラスとブナクラスの移行帯に成立すると考

えられているが，一般的に，日本海側では，両地域が直接接していることが多く，海抜高度的に

も，また相観的にも山地帯下部に位置すると考えられる地域には，黒部川中流域の一部にサイコ
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譲墜議「’

☆毒、

　　　Phot．115　河川沿の岩角地に生育するヒメアオキーウラジロガシ群集の断片。

　　　　Fraglnent　des　Aucubo－Cyclobalanopsietu職stenophyllaeam　FluB

　　　（Unazuk量Otozawa　230m）．

クミツバツツジーツが群集がみられるほかは，モミ，ッガの優議した森林群落はほとんど発達せ

ず，種組成的には，明らかにブナクラスに含まれてしまうシデ林やケヤキ林が一部の漢谷沿いに

生育するだけである。水平分布的にも，中間温帯林に相i当すると考えられる森林群落の分布する

地域は局地的なものであり，植生の側からでは垂直分布における低山帯の存在は認められない。

このように，富【．L腺では中間温帯に対する独立した垂直分布帯としての低山帯は存在しないと考

えられる。すでに前田が指摘しているように，山地帯と低山帯との区分は，両帯に共通する温帯

林要素の植物が多いことから，低山帯は沼田のいう山地帯の下部に位置づけるべきであろう。



238

→ 而
臼¢

り“

‘o

→

」L

資
楠 o

明 q 鍛

州 ‘o o 嘔

切
覗 〉　　ロ｝

o
目 o　　　の

o H エ　　く
1

㊤ 州
詔

の
；「L @o　　　■

o ω 類N’ゴー
σ1 　　9’「」　　の メア胴　　ウソンロ「亡’冒｝ll」．

o畠 邸ρ ド　　・→

ﾗ　　o Aucubeto－Cyclobala蹄opsidetum　＄terlophyllae
α

燭 州
’門 」 ＝

」 、　嘔
ヨー

①の

こ
＝ 嘘湘　　■図

唄く 蔦〉 　　＝ハ　　o

1 o
潔 2
H 一目 ①

邸。
NI

　　」
＜}　o 逃匿

「丙
Φ

＿　諏 」7＝　o ，H
而

国辱　L・ P員
L’ズ

　　’_ 〆　o
oA

ち

三 θ
，　＝

A　』
　　螂
浴@Φ
g馨Pp　．H

@　　　　　‘刀@　　　　ヨへ　oi　‘　　　　置

∵ブコウヂ・スク．　鼻1．lj；
、　邸P、　・■

@　月
ﾖ　o
ﾑr　二

@一k、@o
@　Φ

@z

“　　り　　　　　＝　　・嗣　　　　　†」

Eトお　　2＼　〉㌧　　　刷
AI「disio－Castanopsiet購m　siQ…｝oldii

　　　　　　L
@　O　　　　o
@　E　　　匹　　〉》　　　的【塗　二　　　〇

o滋点
｝H　　　　幽　　o　　　　　o

@　甑　　　　郎

，　o　　　　→q　＝　　　　中2

P　国　　　　，メ
竃匡 鑑1

　　　、，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・℃地ノ〃i⇔ブ穿こ1垣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・、㌔

　　　nas5　の＿＿＿曹　　　　　　　　　　　　　　　　　Feuchtigkeit　des　Stadortes　　　　　　　　　　　　　　　　　－　trocken

　　Fig・9　ヤブツバキクラス域における主要な森林群落の植生配分（富山県）

　Verteilungsschema　der　wichtigesten　Wald．Gesellschaften　im　C　a　m　e　l　h　e　t　e　a

japonicae－Gebiet　in　der　Prafektur　Toyama．

　2）山　　地’＝　帯

　　　Montane　Stufe

　山地帯は，標高400～1700mの範囲の丘陵や1⊥i岳地形の発達する地域にあたり，植物社会学的

には，夏緑広葉樹林（落葉広葉樹林）であるブナ林を主体とするブナクラス域に対応する。

　山地帯の下部から中部にかけての地域は，ヒメアオキーブナ群集が，中部から上部にかけては，

マルバマンサクーブナ群集によって占められる。谷筋や凹状斜面の崩積地には土地的極相林とし

てのジュウモンジシダーサワグルミ群集が，土壌の浅い岩角状の尾根筋には，ヒメコマツ群団に

属する森林群落がみられる。

　山地帯あるいはブナクラス域には，前に述べられたように，山地帯の亜帯としての低山帯に相

当する山地帯下部の漢谷沿いにはクマシデ，サワシバ，ケヤキなどの優占する落葉広葉樹林が，

岩角状の尾根部にはサイコクミッバッッジーッが群集が局地的に発達している。また富山県には，

多雪気候の影響により，山地帯の崩壊性斜面には森林群落は成立せず，タニウツギ群団やオオヨ

モギーオオイタドリ群団などの低木群落や高茎・広葉草原が発達している。
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Phot．！16　山地帯下部の尾根部にみられ

　　　　　　　　た森林群落，キタゴヨウ，ヒノ

　　　　　　　　キ，ツガなどが生育している。

　　NadeLWa｝dgesellschaft　auf　den　RUcken

der　unteren　Mon匙ane．Stufe　mlt　P∫2醒5μ1・．

吋ア0ノ’αvaLμ〃ゆ姻’α，　C加η～αβ卿α’‘fs　Oう一

‘z‘3α，T∫z’gα4～溜ノ’5ヶ薇αund　anderen　Arten

（Arlmine　1，300m　U．M．）．

Phot．117　山地帯上部の森林植生を代表

　　　　　　　　するブナ林。

　　勘gπ507一ω～αオα一Walder，　die　Waldvegetation

der　oberen　Monta簸．Stufe　reprasentieren　ist

（Arimine！，500m）・
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　　　　　　Phot．1！8　山地帯の崩壊地に発達した低木群落や高高・．広葉草本群落。
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　　　　　Fig．10　ブナクラス域における主要な森林群落の植生配分模式（富山県）

Verteilungsschema　deτwichtigsten　Wald．Gesellschaften　im　F　a　g　e　t　e　a　c　r　e　n　a　t　a　e。

Gebiet　in　der　Prまfektur　Toyama．
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　3）亜　高　山　帯

　　　Subalpine　Sもufe

　富山県では標高1600～2500mの範囲のi⊥1岳地域が亜高1」」帯にあたり，シラビソ，オオシラビ

ソ，トウヒ，コメツガなどに代表される常緑針葉樹林の発達するコケモモートウヒクラス域に権

幽する。亜高1」」帯は下部ではブナ林と接して，上部では森林限界によって山地帯や高山帯から区

分される。

　富山県では，後立山連峰の南部山岳地域にはオオシラビソ，コメツガ，トウヒを主体とした針

葉樹林帯が広く発達しているが，その他の地域の亜高山帯には，多量の積雪と冬季の季節風の影

響によって針葉樹林の生育は貧弱で，非成帯的な分布状態が示めされる。このような亜高山帯に

は，落葉低木群落のミヤマハンノキーダケカンバ群団や高茎広葉草原のシナノキンバイーミヤマ

キンポウゲ群団が広く発達している。とくに亜高山帯の上部では，ヌマガヤーミズゴケ群団やヌ

マガヤーミカズキグサ群団などの亜高山湿性草原が所々に認められる。

態轍撫轟

　Phot．119唖高山帯下部を特徴づけるオオシラビソを主体とする常緑針葉樹林

　Ablαuln　veitch三i・maries三1，　d三e　unむere　subalpinen　Stufe　charakterlsier亡

（K：umQnotaira　2，300m）・
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　　　　　Phot．！20亜高山帯上部にはイワイチョウ，ショウジョウスゲ，ミズゴケ類を主

　　　　　　　　　　　　　　体とした池塘が発達する。

　　　Moor．Gesellschaften　mitMohniopsio－SphagniQn，　Fa嚇iQn　crista．ga貝iauf

denBultenund　Moliniopsio．Rhynchospor1on　albae　inSchlenken　der　subalplnen
Stufe（Berg　Tar6yama　2，373m）．

ミ｝“リユキササ．．．．ク．ケカ〉・．バ拠．i．・li　　　　　　　　‘
．→

D丙

Smilacino　yesoensis－Berulion　er旧an主三
　　霞

@　o
@，月
@　診
@　o
@　E　’H1　呂

@毎丁　　・H

へ、　蕗

@　9妻　Φ

三
黹S　　ピ

〆ラビソー．．i・rlノヒ翻．，i

　　α
ﾌ一　〇

ﾅ、臥
`　　■

気α
p占 Abio－Piceion

←

卜　・困
迥﨑?　呵

＝噌

　1．．註：季！．ξ

BergrUcken　一一一一

　　地　．形

Bodengestaltung
　　　　．谷

一一一一 @T…浪er

Fig．　U　コケモモートウヒクラス域における主要な森林群落の植生配分（富山県）

Verteilungsschema　der　wichtigesten　Wald．Gesellschaften　im　V　a　c　c　i　n　i　o－Piceetea－

Gebiet　in　der　Prafektur　Toyama，
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　4）　高　　山　　帯

　　　A夏pi皿eS｛u｛e

　富山県では，一般に，海抜2500m以上が高山帯に相当する地域であると考えられる。この高1！1

帯は，森林限界以上の相観的にいわゆるハイマツ群落や高山荒原：の生育する地域である。植物社

会学的には，コマクサーイワッメクサクラス域に相当する。

　日本には，水平分布でいう寒帯は存在しない。また垂直分布における高山帯は雪線を上限にも

つ気候的条件において成立した真の高山帯ではなく，地形的な条件によって成立した，非成帯的

な存在とみなされている。

　コケモモーハイマツ群集については，前にも述べているように，高山帯を特微づける群落であ

るが，植物社会学的な体系においては，亜高山帯に相当するコケモモートウヒクラスに含まれる。

高山荒原には，崩壊砂礫地のイワツメクサ群団，超塩基性熱地のクモマミミナグサーコバノッメ

クサ群団，雪田底砂礫地のチシマクモマグサーミヤマタネツケバナ群団，雪田地のアオノツガザ

クラ三三，風衝荒原のオヤマノエンドウ群団やミネズオゥークロマメノキ群団など，ヨーロッパ

の高山や周北燧地域との多くの共通種や同位種をともなった各種の群落が分化発達している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大　野　啓　一）

譲、

磁

織

　　　　　　Phot．121　臼本の高山帯の一般的景観

Typische　L段ndschaft　in　den　Japanischen　Alpen（Berg　Shirouma　2，933m），
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　　Phot．122　高山帯には周氷河地形に対応したモザイク状の植生景観がみられる。
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Fig．12　コマクサーイワッメクサクラス域における主要な群団の植生配分模式（富山県）
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